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持続可能性 人類の課題
青
森
大
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

情
報
学
部
教
授

櫛
引

素
夫（

青
森
市
）

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

は
来
月
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ

ネ
ス
コ
）
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
か
ら

５
周
年
を
迎
え
る
。
仙
台
な
ど
南
東
北

の
方
々
に
は
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ

な
い
。
紀
元
前
１
万
３
０
０
０
年
か
ら

同
４
０
０
年
に
か
け
て
の

遺
跡
か
ら

成
る
。
青
森
県
に
は
、
日
本
最
古
の
土

器
が
出
土
し
た
縄
文
時
代
草
創
期
の
大

平
山
元
（
青
森
県
外
ケ
浜
町
）
、
津
軽

海
峡
を
挟
み
前
期
か
ら
中
期
に
繁
栄
し

た
「
円
筒
土
器
文
化
」
の
中
心
的
存
在

・
三
内
丸
山
（
青
森
市
）
、
華
麗
な
文

様
と
朱
塗
り
の
土
器
で
知
ら
れ
る
晩
期

の
亀
ケ
岡
（
つ
が
る
市
）
、
是
川
（
八

戸
市
）
な
ど
８
遺
跡
が
あ
る
。
岩
手
県

に
１
遺
跡
、
秋
田
県
に
２
遺
跡
、
北
海

道
に
は
６
遺
跡
が
所
在
す
る
。

採
集
と
漁
労
、
狩
猟
を
ベ
ー
ス
に
し

た
縄
文
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
コ
メ
づ

く
り
を
基
盤
と
し
た
弥
生
の
暮
ら
し
と

は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。
拠

点
と
な
る
遺
跡
は
移
り
変
わ
り
な
が

ら
、
１
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
基
本
的

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
ら
ず
受
け

継
が
れ
て
い
た
。
そ
の
時
間
が
物
語
る

「
持
続
可
能
性
」
に
驚
か
さ
れ
る
。

加
え
て
、
弘
前
大
な
ど
の
近
年
の
研

究
に
よ
る
と
、
縄
文
文
化
か
ら
弥
生
文

化
へ
の
移
行
は
、
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替

わ
る
よ
う
に
進
ん
だ
の
で
は
な
く
、
縄

文
時
代
晩
期
の
人
々
が
独
自
の
文
化
を

維
持
し
つ
つ
、
コ
メ
づ
く
り
と
そ
れ
に

付
随
す
る
弥
生
文
化
を
受
容
し
た
ら
し

い
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
北
東
北
の
縄

文
と
弥
生
は
「
地
続
き
」
な
の
だ
。

新
た
な
縄
文
文
化
像
が
浮
か
び
上
が

る
中
、
世
界
遺
産
登
録
を
契
機
に
改
め

て
そ
の
「
持
続
可
能
性
」
を
強
く
意
識

し
た
。
理
由
は
、
登
録
が
コ
ロ
ナ
禍
の

真
っ
た
だ
中
だ
っ
た
こ
と
だ
。
世
界
中

が「
豊
か
な
暮
ら
し
」を
目
指
す
う
ち
、

い
つ
の
間
に
か
「
当
た
り
前
」
に
、
そ

し
て
「
正
義
」
と
も
な
っ
て
い
た
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
感
染
症
は
あ
っ

と
い
う
間
に
世
界
中
へ
広
が
り
、
人
流

や
物
流
が
滞
っ
て
、
経
済
も
社
会
も
根

底
か
ら
揺
ら
い
だ
。

良
く
も
悪
く
も
そ
の
記
憶
が
薄
れ
つ

つ
あ
る
今
、
私
た
ち
は
原
油
や
石
油
製

品
の
欠
乏
に
お
び
え
て
い
る
。
中
東
の

戦
争
に
よ
っ
て
石
油
輸
入
が
制
限
さ
れ

た
日
本
の
姿
は
、堺
屋
太
一
が
小
説「
油

断
！
」
（
１
９
７
５
年
）
に
描
い
て
い

た
。
そ
の
後
の
半
世
紀
で
備
え
が
進
ん

で
は
い
た
が
、
石
油
に
頼
り
切
る
足
元

の
危
う
さ
は
変
わ
ら
な
い
。「
次
の
冬
」

を
越
す
燃
料
を
確
保
で
き
る
か
。
北
国

の
人
間
と
し
て
気
が
気
で
な
い
。

縄
文
時
代
が
理
想
の
時
代
だ
っ
た
と

は
思
わ
な
い
。
特
に
気
候
環
境
が
生
活

を
大
き
く
左
右
し
、
寒
冷
化
に
伴
う
人

口
減
少
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、

地
球
の
裏
側
の
資
源
に
依
存
し
、
そ
の

地
で
の
戦
禍
に
日
常
を
左
右
さ
れ
る
境

遇
は
、
少
な
く
と
も
縄
文
の
人
々
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

時
代
を
昭
和
へ
さ
か
の
ぼ
る
だ
け

で
、
身
の
回
り
の
「
豊
か
さ
」
を
確
か

め
ら
れ
る
。
私
が
物
心
つ
い
た
頃
、
卵

は
貴
重
品
だ
っ
た
。
毎
日
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
社
会
に
出

た
後
だ
。
「
コ
ン
ビ
ニ
と
ス
マ
ホ
が
な

い
世
界
を
想
像
で
き
る
？
」
と
い
う
問

い
に
学
生
た
ち
は
絶
句
す
る
。
今
の
暮

ら
し
を
、
私
た
ち
は
手
放
せ
る
か
。

と
は
い
え
、時
計
の
針
は
戻
ら
な
い
。

私
の
実
家
は
三
内
丸
山
遺
跡
の
近
く
に

あ
り
、
子
ど
も
の
頃
は
近
く
で
よ
く
土

器
を
拾
っ
た
。
次
の
休
日
に
は
、
未
来

へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
に
、
三
内
丸
山
遺

跡
へ
出
か
け
て
み
よ
う
か
。


